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• 日本クラウドファンディング協会について
• クラウドファンディングを運用していく上での、基本的な指針やマニュアル
を定義づけ、その発展をより安全、安心なものにしていくことを目的として
設立。

• 加盟企業
• READYFOR株式会社・株式会社ワンモア・株式会社CAMPFIRE
• きびだんご株式会社・株式会社マクアケ 等

• 特色
• クラウドファンディングに特化した団体であり、購入型、寄附型、融資型等
の類型がある。

• 購入型においてはBtoC、CtoCが併存する。
• 購入型クラウドファンディングプラットフォーム運用基準ガイドライン を定
めて、事前審査体制等にも言及している。

日本クラウドファンディング協会について



• 協会加盟企業の状況
• 販売業者等の連絡先の表示の徹底

• 概ね、特商法表記については開示又は請求が来次第速やかに開示しているが、回
答日時の指定まではしてしない。

• 専用メッセージ機能の構築
• 概ね、構築している。

• 連絡手段が機能しているか否かの確認
• 概ね、消費者から問い合わせがあった際に確認をしているが、定期的なモニタリ
ングまでしている企業は少ない。

• 連絡手段が機能しない場合の取引デジタルプラットフォーム提供者の
対応
• 概ね、消費者から問い合わせがあった場合、回答を促している。また、各社、標
準処理期間を定めている。

• 消費者からの苦情の申出の受付
• 各社、購入前後を問わず、苦情の申出を受け付けている。

消費者が販売業者等と円滑に連絡することができるようにするための措置
（法第3条第1項第1号）の状況



• 協会加盟企業の状況
• 関係者への照会等

• 販売者以外にも、製造業者等への連絡先を取得している企業もある。

• 各社、監督官庁と、個別案件に応じて適宜連携している。なお、案件数の関係もあり、ホットライン
設置をしている企業は少ない。

• 不適正な表示が行われた場合の対応

• 各社、利用規約に基づき対応している。

• 販売条件等の表示に関するルールの設定

• 各社、販売禁止商品等についてはルールを定めて運用している。

• 概ね、サービスの特性もあり、事前審査を行っている。

• 参考事例
• 購入型クラウドファンディングプラットフォーム運用基準ガイドライン

消費者から苦情の申出を受けた場合の販売条件等の表示の適正を確保するための
措置（法第３条第１項第２号関係）の状況



• 協会加盟企業の状況
• 販売業者等の特定に資する情報の提供を求める措置

• 各社、法人、個人ともに特定のための取組をしている。公的書類の提出を求める
ほか、公開前のMTG等で対応している企業もある。

• 参考事例
• 購入型クラウドファンディングプラットフォーム

運用基準ガイドライン

販売業者等の特定に資する情報の提供を求める措置（法第３条第１項第3号関
係）の状況



• 協会加盟企業の状況
• 各社、第3条１項の措置など、安心安全の取組みを紹介している。専用
ページを設ける企業もある。

取引ＤＰＦ提供者が行う取組の開示（法第3条第2項関係）の状況
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